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 わたしは、はじめてじじょうちょうしゅをうけた。学校帰りにふしんしゃにそうぐうした

からだ。学校のおわる時間や、家の場所を聞いてきて、いやな気持ちがした。そのことを先

生につたえたら、けいさつの人にも話すことになった。ちゃんと話せるかな。きんちょうす

るなぁ。 

 学校の校長室でけいさつの人が来るのを待った。やくそくの時間になっても来ないぞ。ま

だかなぁまだかなぁと思っていたら、けいさつの人が来た。男のけいさつかんが２人。「お

くれてごめんね。」「火事があってげん場に行ってたからおそくなっちゃったんだ。」と言っ

た。火事は消ぼう車だけじゃなくて、けいさつの人も出動することを知りびっくりした。悪

い人をつかまえることが仕事だと思っていたから。色んなことをするんだなぁ。 

 けいさつかんは、かっこよかった。バッジがキラキラ光っていて、むねのあたりにマイク

みたいなものをつけている。けいさつかんが「これからしつもんをするから、こたえてね」

と言った。そうしてじじょうちょうしゅが始まった。うまく話せるかなあと不安だった。で

もけいさつかんはやさしい話し方でしつもんしてくれて、わたしが答えることを真けんに

聞いてくれた。いつの間にかきんちょうしていたこともすっかりわすれて、聞かれたことに

すらすら答えられた。 

 その日の帰り道は、けいさつかんがいっしょにバイクでつきそってくれて家まで帰った。

次の日からけいさつの人たちが通学ろのけいびを強めてくれた。そのおかげでふしんしゃ

にそうぐうすることもなくなり、安心して帰れるようになった。 

 けいさつのみなさん、わたしたちの安心のためにありがとう。わたしもけいさつかんにな

ってみたいな、とちょっとだけ思った。 

 


